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インジウムを含まないカルコパイライト系薄膜
太陽電池の高効率化

CIGS太陽電池の変換効率

モジュールの高効率化
⇑

小面積セル高効率化

課題

・ワイドギャップ材料による高効率化
・アルカリ効果の再検討と最適利用

・バッファ層
・透明導電膜

小面積セル20.9%[1]、 ミニモジュール18.7%[2]、
モジュール15.7%[3]

[1] ソーラーフロンティアプレスリリース (2014年4月2日).
[2] Solibro (2013年9月).
[3] Samsung SDI (2013年11月)、他２社.

ワイドギャップCuGaSe2太陽電池の
高効率化に取り組む意義

1. 高Ga組成CIGS太陽電池などのワイド
ギャップカルコゲナイド太陽電池の高効率
化技術開発の指針設計

2. CuGaSe2（CGS）のバンドギャップ1.68eV 
⇒多接合型太陽電池の上部セル材料とし
ても有望

CuGaSe2太陽電池の世界最高効率を達成
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